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2025 年度業務実績報告書 

提出日 2026 年 1 月 13 日 

 

１．職名・氏名   教授・川村みどり      

 

２．学位  学位 博士、専門分野 保健学、授与機関 金沢大学大学院、授与年 2018 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

学部 2 年  精神看護学概論（1 単位、前期） 精神看護学（2 単位、後期） 

3 年  精神看護学演習（2 単位、前期） 精神看護学実習（2 単位、後期） 

4 年  卒業研究（3 単位、通年）        精神看護発展セミナー（1 単位、前期） 

看護教育学（1 単位、後期）＜履修生なし＞ 

大学院 修士課程  看護教育論（2 単位、1 年後期） 

精神看護学特論（2 単位、1 年後期）＜履修生なし＞  

精神看護学演習（4 単位、1 年前期）＜履修生なし＞、 

精神看護学特別研究（10 単位、2 年通年）＜履修生なし＞ 

健康生活科学特論（2 単位、1 年次）＜履修生なし＞ 

大学院 博士課程  健康基礎科学特別研究（6 単位） 

 

福井医療大学保健医療学部看護学科 非常勤講師 こころの健康と看護 30 時間（15 回） 

２年生前期 

②内容・ねらい 

学部の専門領域の授業では、精神看護学を学ぶ目的や目標を学生に伝えて、学習の動機づけを

試みた。また、国家試験出題基準（厚労省）をキーワードとして、専門知識の積み上げを根拠

づけて、自己学習のヒントとして提示した。実習に取り組む自身をイメージできるように、先

輩たちがどのように座学での知識を生かして、対象理解を深めていたのか具体的に例示した。 

大学院では、院生による自由な発言を保証しつつ、ゼミを行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

前年度の工夫を継続し、学部 2 年生対象の精神看護学概論、専門領域の学習の導入科目として、

身近な話題から徐々に障害をもつ人への支援について、興味をもつように時事問題を引きなが

ら講義した。精神看護学は、実習で専門職者と話す際に背景知識として用語の概念を理解する

ように講義した。必要な訂正であっても学生の発言へのコメントを嫌がる傾向があるため、授

業終盤に授業後に振り返りの時間を設けた。３年次の演習および実習は、看護過程の展開を座

学で一通り考えることで実習へとつなげるようにした。実習では、医療的な問題と患者本人の

強みとのバランスに着目して、看護過程を展開するように学生のレディネスに合わせて支援し

た。 

(2)その他の教育活動 

内容 

看護学科の教職課程を担当する、非常勤講師の講義、演習、実習をサポートしている。その際、

ゲストスピーカーの招聘、フィールドワークの準備など、養護実習の充実を図った。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

【0本】 

②学術論文（査読あり） 

知的障害と自閉スペクトラム症をもつ子どもの思春期の性に関する保護者の経験の文献レビュ

ー、小児保健研究、84(1)、42-50、2025、加藤真由、道信良子、川村みどり． 

 

知的障害と自閉スペクトラム症をもつ子どもの思春期の心と体に関する養育経験：健康相談記

録の質的記述的分析、加藤真由，道信良子，川村みどり，福井県立大学論集，62，2025.12，

15-22 

【2本】 

③その他論文（査読なし） 

【 本】 

④学会発表等 

1. Mental health professionals’ perspectives on medication use for people with 

schizophrenia living in the community（EAFONS 2025）, 2025.2.13-14 in Seoul, Midori 

KAWAMURA, Miho KATAYAMA, Megumi KAWAGUCHI, Akiyo NAKAMOTO, Hiromi 

MORIOKA 

2. What Nursing Students Learn about After-death Care after Watching Educational Video 

Material (28th EAFONS 2025), 2025.2.13-14 in Seoul, Hiromi MORIOKA, Akiyo 

NAKAMOTO, Megumi KAWAGUCHI, Midori KAWAMURA, Miho KATAYAMA 

 

EAFONS: East Asian Forum of Nursing Scholars                                【2件】 

⑤その他の公表実績 

1. 精神疾患やその可能性、精神障害がある人の地域生活に関するケア、Campus Guide 2026 

p7、健康生活科学研究科 健康生活科学専攻研究紹介 

【1本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

看護探求 零の会 会員（事務局＠大阪、2022 年 12 月～現在に至る） 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

1. 日本養護教諭養成大学協議会 会員大学 評議員（2022 年 4 月～現在に至る） 

 

2. 福井医療大学保健医療学部看護学科 非常勤講師 こころの健康と看護 30 時間（15 回）  

２年生前期（教育活動より再掲）  

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

教職課程部会（2021 年 9 月～現在に至る） 

看護学科 実習検討委員会 委員長（2025 年 4 月～現在に至る） 

看護学専攻 修士ワーキング ワーキング長（2025 年 4 月～現在に至る） 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 


